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地区ロータリー財団セミナーの手引き
セッションの概要：グローバル補助金
以下は未来の夢試験地区を対象とした内容ですが、試験地区以外の地区がグローバル補助金について学べるよう、適宜修正を加えて使用することもできます。
研修目的

本セッション終了後、参加者に期待されること
•
持続可能性と重点分野について理解する。
•
グローバル補助金でどのような活動が実施できるかを理解する。 

•
グローバル補助金の申請方法を学ぶ。
オンラインのリソース

未来の夢計画に関する記事、出版物、関連資料はwww.rotary.org（「会員」→「地区の運営」→「未来の夢計画」→「グローバル補助金」）でご覧いただけます。また、ロータリーのEラーニング・センター（「会員」→「研修」→「全ロータリアン向け」→「ロータリーEラーニング・センター」）にある独習用資料もご利用いただけます。
地区独自の情報

以下のような形で、地区に合ったプレゼンテーションを行うことができます。
•
地区がどのようにクラブをサポートできるか、またグローバル補助金のための地区財団活動資金（DDF）をクラブが申請する方法について説明する。
•
地区が立案したグローバル補助金プロジェクトがある場合、地区内のロータリアンの協力を呼びかける。
•
地区または地区内のクラブが現在実施しているグローバル補助金の活動について最新情報を提供する。
•
地区で重点分野に取り組む様子を写した写真をスライドに挿入する。
話の要点

•
グローバル補助金は、長期的で持続可能なプロジェクトに授与される補助金で、重点分野の少なくとも1つに該当しなければなりません。これは、少なくとも15,000ドル（総予算が少なくとも30,000ドル）が支給される、比較的高額な補助金です。クラブや地区が立案するグローバル補助金では、DDFに対して100パーセント、現金寄付（提唱者側負担金）に対して50パーセントが上乗せされます。パッケージ・グラントはすべて、国際財団活動資金（WF）で賄われます。プロジェクトは、実施国内のクラブと実施国外（援助国）のクラブが協同で提唱します。詳しい指針は「ロータリー財団新地区補助金およびグローバル補助金の授与と受諾の条件」を参照してください。
•
ロータリー財団管理委員会は、グローバル補助金の6つの重点分野を定めました。これらの分野は、ロータリアンが既に世界中で取り組んでいる重要な人道的問題とニーズを反映しています。6つの重点分野は以下の通りです。
−
平和と紛争予防／紛争解決
−
疾病予防と治療
−
水と衛生設備
−
母子の健康
−
基本的教育と識字率向上
−
経済と地域社会の発展 

•
持続可能なプロジェクトや活動とは以下のようなものです。（2つのスライド）
−
ロータリー財団の資金がすべて使用された後にも、プロジェクトがもたらした影響を持続させる。
−
経済、文化、社会、リソースといった多様なレベルでの持続可能性を目指して取り組む。
−
地元のリソース、地域内の考え方や意見、現地の人々の知識を最大限に活用する。
−
天然資源を大切にし、現地の環境を悪化させたり、破壊したりしない。
−
最大数の人々に恩恵を与える。
−
財団の重点分野に関連する職業分野で、奨学生やその他の人々が画期的な新手法に貢献できるようにする。
−
参加者が活動を行っている地域社会や職業で大きな影響をもたらし、効果を高められるようにする。
−
ロータリー地域社会共同隊（RCC）など、草の根の人々や団体の意見やスキルを生かし、プロジェクトと活動の継続性を図る。
•
補助金プロジェクトを実施する前に、成果の測定方法を決めておくことが大切です。基本データと測定時期を定め、量と質の両面から成果を測れるようにしてください。例えば、乳幼児の死亡率が15パーセントの地域でプロジェクトを実施する場合、4年間で死亡率を10パーセント未満に抑えることを目標とし、また地域の公衆衛生に関する統計を見ることでプロジェクトの成果を測ることができます。
•
グローバル補助金の提案書と申請書の提出、補助金状況の確認、報告書の提出はすべて、「会員アクセス」を通じてオンラインで行います。 

•
クラブと地区が立案するグローバル補助金の申請手続きは、以下の通りです（以下の手順ではクラブを代表提唱者としていますが、地区もグローバル補助金の代表提唱者となることができます）。
1.
クラブがグローバル補助金を申請するには、地区から参加資格の認定を受ける必要があります（参加資格については資金管理のセッションで取り上げられています）。
2.
クラブ会員1名が、「会員アクセス」を使ってロータリー財団に提案書を提出します。
3.
財団が提案書を審査します。
4.
提案書が承認されてから6カ月以内に、クラブが申請書を提出します。6カ月を過ぎると、提案書は撤回されたものとみなされます。 

5.
クラブが申請書に入力した後、財団に提出する前に、地区ロータリー財団委員長が「会員アクセス」で承認を行う必要があります。委員長はこのステップで、クラブが参加資格を満たしていることを証し、クラブからのDDF申請を承認します。
6.
財団が申請書の最終的な審査を行います。
•
プロジェクトの提唱者は、補助金の最初の支払いから12カ月以内に中間報告書を提出し、その後プロジェクトが完了するまで12カ月ごとに報告書を提出しなければなりません。最終報告書は、プロジェクト終了から2カ月以内に提出してください。未使用の資金はロータリー財団に返還され、WFに加算されます。未提出の報告書がある場合、新規の補助金申請書は受理されません。
•
パッケージ・グラントは、協力組織のほか、ロータリアン行動グループなどのロータリー関連団体、または該当分野で活動するロータリアンと協力して実施することができます。パッケージ・グラントのプロジェクトや活動は、重点分野に取り組むもので、奨学金、人道的プロジェクト、職業研修もこれに含まれます。ロータリー財団は現在、試験地区のためにパッケージ・グラントを立案中で、この補助金が利用可能になり次第、ロータリアンに通知されることになっています。新しい補助金であることから、財団は、試験段階中に徐々に数を増やしていく計画です。
•
<<グローバル補助金のためのDDF申請、各締切日、DDFの配分方法など、地区独自の情報をここに挿入してください>>
•
各重点分野に取り組むグローバル補助金の例：
人道的プロジェクトと職業研修チーム（疾病予防と治療）：米国の職業研修チームがウガンダを訪問して、子供の患者に心臓手術を行い、地元の医療従事者に研修を提供する。
奨学金（平和と紛争予防／紛争解決）：ニュージーランドの学生がオランダのライデン大学法科大学院に留学し、平和、司法、開発を専門とする国際公法の修士号取得を目指す。
人道的プロジェクト（母子の健康）：トーゴの小児病院を整備し、公衆衛生と栄養に関する研修プログラムを実施するための資料や医療機器を提供する。
人道的プロジェクトと職業研修チーム（水と衛生設備、疾病予防と治療）：グアテマラの
3つの村で、安全かつ安定した水源を確保し、トイレを設置するための工事を行う。日本からの職業研修チームが村人たちに感染病について教育し、改善された廃棄物処理システムについて説明する。また、菜園を作り、継続的に野菜を育てる方法と栄養について研修する。
•
グローバル補助金に関する質問は、<<ロータリー財団グローバル補助金担当職員の連絡先をここに挿入>>までお問い合わせください。
討論のための質問

•
グローバル補助金の承認を得るために、クラブは地区からどのようなサポートを必要とするでしょうか。
•
グローバル補助金では、クラブ間の協力が奨励されています。大規模なプロジェクトにおいて、あなたのクラブは複数のクラブとどのように協力することができますか。
•
あなたのクラブが最も関心のある重点分野はどれですか。また、どのようなプロジェクトが考えられるでしょうか。
活動例

•
小グループに分かれ、各グループに、重点分野のそれぞれについてグローバル補助金のアイデアを少なくとも1つ挙げてもらう。
•
プロジェクトの例を紹介し、各プロジェクトが、グローバル補助金あるいは新地区補助金のどちらを受ける資格があるかを検討してもらう。
•
参加者に、地区が立案したグローバル補助金の提案書を読んでもらい、クラブがこの補助金にどのように参加できるかを検討してもらう。また、この補助金活動の実施計画を立ててもらう。
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